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(平成2年 11月 18現夜)

今年もあとわずかで新しい年を迎えます。この時期は、一年の締

めくくりということで、 f可かと気ぜわしく、外出する機会も多くな

るため、火に対する注意や犯罪、交遊事故などの警戒心が薄れがち

になります。このため、市消防本部と平塚警察署では、火災予坊と

飲酒運転、訪犯等の「特別響戒」を実施します。市民のみなさん、

明るい楽しいお正月を迎えるため、十分注意してください。

ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
見
通
し
そ
こ
の
た
め
、
響
祭
で
は
、
選
法

懇
く
す
る
た
め
、
飛
び
出
し
事
故
駐
車
の
取
り
締
ま
り
を
徹
底
し
ま

の
原
図
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
車

し
て
消
防
車
や
救
急
車
、
パ
ト
は
必
ず
車
康
か
駐
車
場
に
入
れ
る

カ
ー
な
ど
の
緊
急
車
両
の
理
J

付
も
ょ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

消
防
本
郊
で
は
、
十
二
月
三
十
特
に
、
こ
ん
ろ
火
災
は
、
犬
ぷ
凶
り
ま
す
。
妨
げ
ま
す
。

五
日
か
ら
三
ア
一
日
ま
で
の
一
週
ら
な
べ
か
ら
の
火
災
が
二
十
一
件
消
防
分
団
で
は
、
二
十
九
日
か

間
「
歳
未
火
災
特
別
警
戒
」
を
柔
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
泌
を
煮
ら
の
一
一
一
呂
田
州
、
各
分
団
員
十
人
を
一

施
し
ま
す
。
立
て
る
問
問
に
、
子
供
の
世
お
や
電
分
団
庁
舎
に
待
機
さ
せ
、
午
後
八

e

市
内
で
は
、
十
一
月
四
日
ま
で
話
、
来
客
な
ど
で
長
引
き
つ
つ
つ
持
か
ら
十
二
時
ま
で
、
地
域
の
巡

に
七
十
九
件
の
火
災
が
発
生
し
て
か
り
忘
れ
た
い
す
き
に
火
災
に
な
回
警
傍
若
行
い
ま
す
。

い
ま
す
。
火
災
の
主
な
原
留
は
、
っ
て
い
ま
す
。
火
災
は
、
一
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い

天
ぷ
ら
な
べ
な
ど
に
よ
る
こ
ん
ろ
年
末
は
あ
わ
た
だ
し
く
、
火
の
生
命
と
対
産
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま

が
二
十
五
件
、
放
火
(
疑
い
を
合
取
り
扱
い
も
幸
い
こ
と
か
ら
、
消
す
o

古
川
一
民
の
み
な
さ
ん
、
も
う
一

む
)
が
十
件
、
投
げ
捨
て
等
の
た
防
本
部
で
は
、
八
五
消
防
機
関
を
動
度
火
の
元
を
篠
か
め
、
火
災
が
起

ば
こ
が
九
件
、
空
炊
き
等
の
ふ
ろ
員
し
、
率
向
と
消
妨
機
械
間
間
呉
の
さ
な
い
よ
う
十
分
注
産
し
て
く
だ

が
ま
が
五
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
点
検
毅
錦
、
初
動
態
勢
の
万
全
を
さ
い
。

乗
り
物
と
し
て
一
番
信
利
な
臼
め
、
歩
道
上
で
自
転
車
両
土
が
衝

転
車
の
保
有
台
数
は
、
十
万
台
そ
突
す
る
人
身
事
故
も
発
生
し
て
い

突
破
し
て
い
ま
す
。
こ
の
便
利
な
ま
す
。

自
転
車
も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
道
路
交
通
法
で
は
、
夜
間
の
無

飲
沼
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
場
合
な
い
た
め
か
、
自
転
車
の
交
通
事
燈
火
は
五
万
円
以
下
の
議
金
、
自

「
酒
砕
い
運
転
」
で
あ
れ
ば
二
年
放
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
転
車
の
二
人
乗
り
は
二
万
円
以
下

以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
十
万
円
以
加
え
て
日
に
つ
く
の
が
、
自
転
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
車
の
後
輸
に
ボ
ル
ト
キ
ケ
取
り
付
け
警
察
で
は
、
自
転
車
に
対
す
る

れ
だ
け
で
な
く
濃
度
点
十
五
点
が
立
っ
て
二
人
乗
り
を
す
る
高
佼
生
指
導
取
り
締
ま
り
を
抽
出
ヤ
化
す
る
方

付
き
、
即
免
許
は
取
り
消
し
と
な
や
中
学
生
で
す
。
ま
た
ぺ
夜
間
滞
針
で
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
、

り
ま
す
。
り
を
急
ぐ
た
め
か
、
無
域
火
で
ス
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
に
あ

「
酒
気
帯
び
簿
二
転
」
で
あ
れ
ば
ど
i
ド
を
出
し
て
走
る
自
転
車
を
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

三
か
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
五
数
多
く
見
か
け
ま
す
。
こ
の
た
い
。

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
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。
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こ
の
よ
う
に
、
事
故
に
至
ら
な
年
末
は
、
買
い
物
な
ど
外
出
す
押
し
売
り
や
悪
露
出
向
法
の
セ
!
ル

く
て
も
、
飲
沼
運
転
の
代
償
は
高
る
機
会
が
多
く
な
る
た
め
、
つ
い
ス
マ
ン
で
す
。

く
つ
き
ま
す
。
ま
し
て
や
人
身
事
戸
締
ま
り
-
を
忘
れ
て
ド
ロ
ボ
ー
に
押
し
売
り
の
被
害
に
あ
わ
な
い

放
を
起
こ
せ
ば
、
も
う
あ
な
た
は
入
ら
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
よ
う
に
す
る
に
は
、
担
相
手
の
べ
l

n
実
例
H

と
い
う
重
い
判
決
が
下
な
り
ま
す
。
ス
に
の
ら
ず
、
は
っ
き
り
し
た
縛

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
近
被
管
に
あ
っ
た
例
を
見
る
度
で
接
す
る
こ
と
で
す
。
断
っ
て

市
民
の
み
な
さ
ん
、
最
愛
の
家
と
、
空
き
巣
や
忍
び
込
み
の
七
九
も
玄
関
に
居
座
っ
た
り
、
脅
か
す

族
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
%
は
木
造
住
宅
と
ア
パ
ー
ト
で
よ
う
な
と
き
は
一
一

O
惑
で
す
。

ぅ
、
飲
酒
運
転
が
い
か
に
危
険
な
す
。
そ
の
中
の
凶
二
%
が
、
出
入
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
た
め

年
末
は
、
忘
年
会
等
で
飲
消
の
り
の
一
一
一
十
代
か
ら
四
十
代
の
方
で
行
為
で
あ
る
か
、
事
附
議
し
て
い
り
ロ
や
慾
の
か
ぎ
の
掛
け
忘
れ
か
と
、
肺
霊
前
と
品
し
鐙
方
法
査
謡
え
問

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
o

そ

こ

で

す

。

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

ら

入

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

っ

て

お

く

こ

と

も

大

切

で

す

。

J

れ詰一日片山
u
r

違
法
髄
盤
拡
離
職
一
照
射
日
当
誌
は
1

託
金
日
ピ
計
十
一
諮
問

う
」
「
も
う
酔
い
は
さ
め
た
」

1

4

二
@
四
%
で
す
。
ス
リ
や
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
も
出

と
、
自
分
勝
手
に
判
断
し
、
車
を
今
年
に
入
っ
て
、
進
突
な
ど
駐
の
車
庫
を
復
数
の
車
で
使
用
し
て
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
外
出
て
い
ま
す
。
特
に
銀
行
な
ど
の
金

運
転
す
る
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
車
車
両
に
か
ら
ん
だ
死
亡
事
故
が
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
、
選
法
駁
す
る
と
き
や
寝
る
と
き
に
、
、
必
ず
融
機
嗣
闘
を
利
用
す
る
と
き
は
、
往

昨
年
十
二
月
の
取
り
締
ま
り
で
激
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
鹿
市
早
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
戸
締
ま
り
を
確
認
す
る
こ
と
で
復
の
遣
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

検
挙
さ
れ
た
方
は
一
日
平
均
三
閣
が
違
法
駐
車
で
す
。
い
ま
す
。
す
。
サ
ッ
シ
の
引
引
き
戸
や
暫
ほ
機
大
金
を
持
ち
歩
く
と
き
は
、
肌
身

入
、
多
い
臼
は
L
i

一
人
も
あ
り
ま
道
路
を
甫
世
間
岸
が
わ
り
に
し
て
い
違
法
駐
車
は
、
付
近
の
炎
還
を
助
錠
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
に
付
げ
、
事
を
利
用
す
る
か
二
人

し
た
。
特
に
口
同
立
つ
の
が
働
き
凝
る
青
空
駐
車
や
漆
惑
駐
車
、
一
つ
混
雑
さ
せ
、
通
行
の
危
険
と
な
り
ま
た
、
こ
の
持
期
多
い
の
が
、
以
上
で
行
く
乙
と
で
す
。
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駅
函
周
辺
地
域
は
自
転
車
放
驚
繁
い
持
ち
主
が
糊
唱
え
て
い
る
。
国
買
い

止
区
域
に
な
っ
て
い
る
。
間
一
絡
に
走
り
続
け
た
愛
用
の
白

乙
れ
は
歩
行
さ
れ
る
方
の
安
全
転
車
が
、
今
溌
禁
処
分
さ
れ
る
の

と
時
開
設
み
を
奨
し
く
し
よ
う
と
す
を
前
に
引
き
取
り
に
来
て
も
ら
う

る
た
め
の
も
の
で
、
市
で
は
、
放
の
を
持
っ
て
い
る
。
交
通
安
全
課

軍
さ
れ
て
い
る
出
回
転
車
を
毎
岳
撤
突
通
安
全
孫
に
と
連
絡
を
。

去
@
保
管
し
、
そ
の
中
で
住
所
、
@
放
置
自
転
車
返
還
日
毎
週

氏
名
の
記
入
し
て
あ
る
自
転
車
の
火
・
木
事
土
壌
日
の
午
後
1
待
5

持
ち
主
に
は
、
「
自
転
車
問
引
取
通

5
時

知
書
」
を
郵
送
し
て
い
る
。
・
場
所
自
転
車
保
管
場
(
上
図
〉

し
か
し
、
保
管
婦
問
慌
の
一
一
か
月
・
持
参
す
る
物
密
転
療
の
鍵

が
近
づ
い
て
も
同
引
き
取
り
に
来
な
(
鍵
が
な
い
と
き
は
身
分
証
明
餐
)

[
桜
の
広
場
}

百
五
十
本
の
吉
野
桜
を
中
心
に

山
桜
、
レ
だ
れ
絞
が
3
同
月
中
旬
か

ら
4
月
中
旬
ま
で
咲
き
乱
れ
る

{
野
鳥
の
森
}

Oll主濠娘、著言渡媛、滋養護縁
・資格 上記のいずれかの免許取得者で

採用時45歳未満の方

募集人員 12名

。議議守護霊力ゑ
e資格採用時45歳未満の方

・募集人員 2名

@r，t事事方法 随時受付しているので、

免許誌の写し(看護補助員は履歴書

のみ)と市販の翠歴書を、市民情説庶

務課(電話32~~~~0015内灘3195) へ持
参する。

待遇等の詳細は、[Iij接で説明する。

〈
〉
一
品
眠
法
樺
相
談
日
月
四
日
(
水
)
、
1
月
9
日
(
氷
)
、

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
S
珂
時

。
登
記
、
供
託
、
潤
翠
相
談

1
月
日
日
(
金
)
、
日
時
j
k
l
M
時

。
一
融
市
農
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

時
・
祝
日
圏
第
2
・
第
4
土
曜
は
除
く
)

〈
〉
鴻
難
生
活
棉
談
日
月
U
B
(金)、
1
月
日
日
(
金
)
、

9
時
3
日
時

。
建
問
鼎
ム
軍
繍
談

Z
月
間
己
(
木
)
、
同
時
3
日
時

。
発
明
考
讃
特
許
相
談

1
月
7
日
(
月
)
、
日
時
1
日
時

。
下
鵠
取
引
抑
制
談
日
月
初
臼
(
木
)
、
日
時
担
分
3
日
時

。
住
唱
相
談
(
新
築
補
躍
な
ど
)
四
月
見
日
(
火
)
、
日
時
1
日
時

を
韓
関
少
年
額
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
i七
一
一
一
…
一

月
3
金
曜
日
9
時
i
同
時
土
瞳
日
拡
日
時
ま
で

。
協
会
」
と
は
か
ヤ
ン
グ
テ
ぷ

y
m
ω
i七
八
一
一
一
。

月
1
土
曜
日
9
時
3
四
時
部
分

議

後

会

館

お

j
一一一一一一一一一一一

〈yhu
絞
ご
と
額
融
蹴
毎
週
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輔
談
嬉
週
月
，
、
金
曜
日
、
9
時
1
珂
時

(
土
曜
日
は
時
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

。
轄
錨
制
帽
融
制
樟
趨
臼
曜
日
、
日
時
3
日
時

(
第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
母
手
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、
9
時
3
四
時

。
謀
議
認
麓
抑
制
毅
揮
週
吊
f
金
曜
日
、
9
時
3
四
時

。
高
齢
者
職
難
棉
殺
母
週
月
r
、
ー
金
曜
日
、
9
時
間
分
S
M時

(
土
曜
日
抵
四
時
ま
で
、
第
2
・
第
4

土
曜
日
を
酷
く
〉

。
婦
人
相
続
毎
月
第
3
木
曜
日
、
叩
時
S
話
時



宮
島
感
(
民
八
幡
)
。
包
了
佼
藤
幸
雄
(
蓑
平
)
*
柏
原

(
横
市
内
)
、
と
ぴ
戦
折
口
雄
(
指
八
幡
)
、
製
菓
衛
生
部

(
下
吉
沢
)
、
受
職
佐
野
祭
一
二
(
出
章
一
原
町
て
小
林

(
土
産
)
、
調
理
的
自
川
議
…
一
止
粉
(
松
風
町
て
佐
久
間
同
護
人

(
花
水
台
了
笠
原
金
減
(
夕
陽
…
〈
平
塚
)
、
豆
腐
製
造
職
諸
国
境

ケ
丘
)
、
食
肉
技
術
飾
縮
問
藤
賢
一
保
男
(
南
金
問
門
)
、
式
主
戦
小

治
(
花
水
台
)

e

諸
伏
一
作
(
四
一
笠
原
克
己
(
綾
城
ケ
迂
)

e

飯
尾

之
宮
)
、
洋
裁
前
大
木
カ
ン
一
光
二
一
(
千
石
河
岸
了
間
柳
川
武
彦

ん

へ

中

堅

)

、

自

転

車

総

立

整

備

工

一

(

現

一

色

町

)

e

品
問
春
雄
(
纏
了

お
平
成
二
年
度
平
塚
市
技
能
者
表
…
以
上
同
じ
仕
事
を
続
け
て
い
ら
れ
一
鈴
木
利
雄
(
徳
延
)
福
山
口
幸
男
一
伊
藤
勝
美
(
寺
田
縄
了
石
田
安

抗
彰
式
が
十
一
月
十
四
日
(
十
一
て
一
る
俊
秀
技
能
者
五
十
六
人
が
表
彰
一
(
桜
坂
問
問
)
、
議
気
工
事
土
原
…
良
(
上
吉
沢
了
栂
涼
一
竺
二
十
四

沖
勤
労
会
館
で
行
わ
れ
た
。
一
さ
れ
た
。
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
一
光
明
(
中
療
で
石
川
一
平
(
南
一
八
幡
了
山
梨
正
…
(
下
自
国
了
右

民

一

一

一

か
こ
れ
は
、
技
能
者
と
し
て
伝
統
一
方
々
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
…
金
尽
プ
世
間
梨
長
松
(
四
之
宮
)
、
…
山
幸
雄
(
沼
村
プ
小
宮
茂
(
真

相
の
ヂ
伐
撃
を
守
り
続
け
な
が
ら
、
一
略
)
…
鮮
魚
調
理
府
削
脇
田
昭
一
疋
(
下
石
二
山
了
上
野
雄
一
へ
真
田
)
、
左
官

?

で

の

道

(

紡

に

励

ま

れ

た

方

々

の

一

援

護

労

者

}

一

河

岸

τ高
橋
援
(
錦
町
)
、
臼
一
職
喜
久
鱗
(
語
、
と
び

糊
中
か
ら
、
後
進
の
脊
成
や
そ
の
職
…
広
台
長
術
土
大
半
九
一
一
一
一
一
一
動
車
整
備
士
島
村
秀
崇
(
中
一
職
村
上
信
男
(
緩
プ
丸
間
秀

一
叩
種
の
向

t
に
功
綴
の
あ
っ
た
方
を
…
(
山
下
)
、
遺
河
野
間
石
町
四
詔
一
出
一
)
、
め
ん
類
製
造
工
石
井
直
一
司
(
八
千
代
町
)
、
配
管
一
ム
芹

札
義
時
す
る
も
の
で
、
今
年
で
十
一
一

(
L
L
S
沢
)
、
板
金
工
一
一
尻
町
県
一
芳
七
一
二
平
塚
了
大
木
良
ぶ
(
錦
一
津
春
夫
(
黒
部
丘
了
新
倉
良
明
一
(
明
石
町
)
、
題
等
釘
将
一
四
紀
一
(
タ
犠
ケ
丘
)
、
食
肉
技
術
締
ま
た
、
現
在
入
額
中
の
児
意
を

惜
向
日
日
を
数
え
る
。
一
士
山
(
病
原
て
印
刷
工
杉
山
正
一
間
)
、
船
大
工
水
野
波
次
郎
一
(
南
原
了
近
藤
美
佐
子
(
桜
ヶ
一
彦
(
出
織
で
石
塚
和
弘
(
明
石
一
大
塚
幹
雄
(
豊
田
宮
下
)
。
大
村
一
川
引
き
続
事
d

入
閣
さ
せ
る
希
翠
が
あ

時

今

回

は

、

六

十

歳

以

上

の

方

で

一

計

寝

室

、

一

豆

腐

製

造

織

一

(

札

場

町

)

一

丘

)

e

岩
崎
文
夫
(
東
中
原
)
会
一
町
)

9

内
藤
富
(
田
村
)
、
ク
リ
一
正
大
(
寺
阪
縄
)
・
雪
量
一
員
警
の
万
語
、
言
各
保

耕
一
十
年
以
上
向
じ
仕
事
を
続
け
な
一
鈴
木
機
助
(
夕
陽
ケ
丘
)
、
大
一
上
三
俊
秀
授
整
官
〕
一
芸
課
一
一
(
徳
延
)
、
畳
職
内
田
一

l

ニ
ン
グ
都
青
島
清
(
真
一
(
寺
田
縄
)

a

野
口
口
一
男
(
横
一
育
瀬
で
面
擦
を
行
う
。

繋
が
ら
模
範
的
、
指
導
的
立
場
に
い
一
戦
三
留
裕
一
(
札
場
町
叫
了
間
併
一
造
園
締
出
縄
怜
一
二
(
万
一
恭
市
(
横
内
了
古
黒
谷
豊
〈
回
一
土
)
、
調
理
締
高
橋
清
勝
(
真
一
内
)
、
洋
裁
的
山
下
順
子
(
南
一
マ
人
留
貸
出
惜
子
供
の
保
育
に
あ

ら
れ
る
技
能
功
労
者
一
工
九
人
一
川
勝
進
(
明
石
町
了
鈴
木
正
美
一
回
)
、
絞
金
工
森
下
京
丸
(
問
一
村
)
、
表
兵
約
一
勝
閲
覧
政
〈
長
一
土
了
山
岡
山
幸
雄
(
御
殿
)
主
治
一
金
尽
)
、
洋
服
い
住
友
一
帥
笠
甘
嘉
一
た
る
方
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気

と
、
一
一
一
寸
歳
以
上
の
方
で
十
五
年
一
(
中
原
)

e

山
口
三
夫
(
長
持
了
…
崎
)
、
印
刷
削
工
吉
郎
護
(
南
金
一
持
)
、
印
章
彫
刻
土
杉
山
清
一
武
和
(
明
石
町
了
小
山
由
稔
一
代
子
(
真
上
了
加
藤
利
彦
(
東
一
な
ど
で
昼
間
留
刑
判
を
見
る
こ
と
が

号
、
日

5
2
1
日
、
、
日
時
、
日

b
時
代
目
主
計
討
い
、

i
日
刊
誌
、
:
、

hu目
、
目
、
日

UN--i、d
h
h
h
i
r刊
誌
予
、
立
時
、
目
、
日
刊
誌
句
、
口
氏
、
、

h
H
F
E
U
H
γ
2
2
日立

5
0
U
f
a
-
5
2時
代
目
、
日
日
号
、

i
E
Q
5
5
5
2日
、
一
八
機
)
、
自
転
車
組
立
整
備
士
一
で
き
な
い
家
庭

付

前

川

刊

付

付

集

集

る

一

躍

で

い

聞

け

尿

)

て

弓

一

落

合

俊

平

(

袖

ケ

浜

了

佐

藤

骨

髄

一

一

〉

申

込

書

の

配

布

に
ど
訂
L

L

出
品
一
一
一
同
三
一
品
目
幻
一
日
)
詳
詰
)
汗
元
首
宮
(
丹
)
1お

か

世

話

語

刊

誌

時

前

信

Zμ
斗

間

制

)

戸

期

窓

日

目

一

ル

工

大

森

清

(

豊

沼

小

号

、

ア

時

間

午

前

9
持
1
午
後

務

ま

平

場

ま

Z
ま

平

ま

平

Z
T
5
1く
叶

料

油

謀

説

先

議

一

電

気

て

事

士

喜

博

(

寺

豆

@

護

市

役

所

長

警

環

日

刊

埜

益

計

約

日

刊

誌

品

Z
E
L
f
z
党
間
航
紅
一
苧
佐
野
昭
一
(
国
対
日
)
、
マ
申
込
書
の
受
付

一

)

)

斜

)

)

)

〉

)

)

〕

加

問

)

家

5

、

(

管

、

(

わ

生

3

照

合

務

理

一

修

理

技

術

士

宮

田

兵

弓

・

期

間

同

1
河
口
臼
(
木
)

げ

旧

長

田

議

は

峰

山

情

出

は

り

誌

仰

は

は

駒

川

議

イ

ュ

一

問

問

機

。

型

組

一

嶋

)

桑

武

雄

(

義

的

)

尽

(

金

)

Z
L
B日
処

1

2

昨

日

取

2
2
J
芸

品

閣

の

数

繍

い

の

霊

童

午

前

9
守

午

後

組

問

削

糊

叩

4

砕

〉

山

川

〉

官

官

ω
訪

問

削

蜘

雑

草

ω湾
料

詑

諒

詰

場

所

市

役

所

B
会
議
室

開

い

ん

時

間

U
細
川
む
と
ド
丘
一
日
間
弘
噺
訪
問
純
一
票

T
V

日
民
話

状

年

年

滋

〈

年

年

く

年

却

し

年

今

綴

各

一

う

間

め

合

け

割

問

持

く

し

湾

ロ

ス

山

口

湾

ご

し

f
i

〈

が

の

の

た

に

付

・

・

古

い

め

合

〈

〈

重軽ヰア3霊雪3志報ひらつか平成2年守 21'菩守 5Eヨ

年の瀬は名家庭で大掃除が行われるため、 tおされ

るごみの量が非常に多くなるが、年来年始はごみ奴

薬が休みとなるため、うっかりして収集口を間選っ

てしまうと、工Hlをごみの中で滋ごすようになるこ
とも十分に考えられる。

年来年始のごみの出しjjをよく線認し、決められ

た[Jに忘れずに出していただきたい。なお、し奴収

集臼も併せて確認を。

(3) 

広
報
課
で
は
、
古
川
良
の
み
な
3

ん
の
安
全
を
守
る
た
め
〔
へ
昼
夜

休
む
こ
と
な
く
働
い
て
い
る
消
防

村
口
車
と
救
急
車
を
紹
介
す
る
ピ
デ
オ

暗
念
「
市
民
の
安
全
を
守
る
一
一
九

番
一
を
制
作
し
た
。
十
一
一
月
二
十

一
一
位
、
テ
レ
ピ
神
奈
川
で
放
映
さ

れ
る
。
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

マ
放
挟
臼
ロ
月

n
g
(土
)
午

前打
μ

持
品
分

i
m分

マ
番
組
名
テ
レ
ピ
神
奈
川
「
こ

ん
に
ち
は
神
奈
川
…

〈怒)終
{多額的広場)

とき

とこ
E主な内容}
a式典

・まといの振り込みとはしご乗り慣技

.自衛消妨障による消防課法槙技

事摺草方署部隊による消防活動漬技

一首放水漬技

飼い合わせ消防本部庶務謀

ところ
{内容1
・序幕 田村ばやし保存会

・第 1部式典

@童書2部記念、競演

言葉線 !ll本コウタロー

※簡素なER装でご参加ください。また、車で
の来場はご遠慮そ。

問い合わせ青少年課育成係篭話32--7029 

疑 12Jl24El (月)は振替体毘となっている
が、ごみ収集は平常どおり行う。お間違いの

ないように。

燃せるごみ

【月・木収集地区]

年末 '12月30臼((3) まで収集

年始 1 Jl 7日(月)から収集

E火・金収集地区]
年末'''12月28毘(金)まで収集

年始 1月 4El (金)から収集
{木・土収集地区]

年末 12月四日(土)まで収集

年始。 '1月 5臼(土)から収集

[月・水・金収集地区]

年末 12月30臼 (8) まで収集

年始 lfj 4臼(金)から収集
【火・木・土収集地区]

年末 12月四日(土)まで収集

年始 1月 5日(りから収集

燃せないごみ

年末 12月四日{金)まで平常どおり収集

年始ー 1月 4El (金)から平常どおり収集

資源手専念ごみ

年末 12月四日(金)まで平常どおり収集

年始 1月 58 どと)から平常どおり収集

磁時ごみ

生乏末"，12月28E1 (金) まで収集

年始 1月 4Eヨ(金)から収集

ただし、申し込みの受けれfけは12月26臼
(オリまでのため、状況によっては年明けり

収集となる。ご了承を。

(QJ 1 )ヲ1513(祝Hこ特別収集を
第 1・第3火穣臼が燃せないごみの収集日

になっている真土・四之宮地区と、資源再生

ごみの収集Bになっている南E草場富士見地区
は、第1火曜日が1月 1日、第3火曜日が 1

月四日と続けて祝日となる。

このため、 1月15日にはそれぞれのごみ由

特別収集を行う。お間違いのないように。

合ごみ収集への問い合わせ先
(環境衛生業務課内緯530)

ごみの持ち込み

12月24日{月)は振替休日となっている

が、各施設とも平常どおり受け付ける。



(4) 平成2年守 2月守 6在ヨっち、

い
つ
も
は
ス
ポ
ー
ツ
で
に
ぎ
わ
ン
ハ
ゼ
は
、
遊
び
に
来
て
い
た
人

う
見
附
台
体
育
館
。
今
日
は
広
い
た
ち
の
お
な
か
を
満
た
し
、
い
つ
も

フ
ロ
ア
ー
に
所
狭
し
と
、
催
し
物
処
か
で
き
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
ま
つ
り
の
期
間
中
に
来

平
塚
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
た
約
十
一
一
万
人
の
人
た
ち
は
、
市

と
つ
一
産
業
ま
つ
り
」
が
、
見
附
内
の
農
産
物
に
親
し
む
ζ
と
が
で

台
体
資
銀
を
中
心
に
閉
開
催
さ
れ
ま
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し

た

。

ま

た

総

合

公

開

国

で

は

、

農

協

の

市
内
の
産
業
・
農
産
物
を
一
周
「
で
て
こ
い
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

に
集
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
紹
お
米
を
P
Rし
て
い
ま
し
た
。

介
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お
ま
つ
り
で
は
、
平
塚
滋

野
菜
の
展
示
・
販
売
や
魚
類
の
の
お
米
「
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
」
の
紹
介

絞
売
、
友
好
都
市
花
巻
市
の
物
産
や
八
十
八
れ
の
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻

の
絞
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
み
ん
な
に
挑
戦
し
、
み
ご
と
に
完
成
し
た

袋
に
い
っ
ぱ
い
翼
っ
て
い
ま
し
と
き
に
は
見
紛
人
か
ら
大
き
な
約

た

。

手

を

受

け

、

お

米

の

P
Rに
禁
を

サ
ー
ビ
ス
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ
ポ
添
え
て
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
ノ
来
年
は
ひ
つ
じ
年
で
す

。
関
東
サ
ッ
カ
ー
リ
!
グ
(
入
場
自
治
)

-
U
R
m
g
(日
)
語
開
審
自
動
車
対
神
奈
川
県
教
員

グ

日

時

吋

呂

産

F
C対
東
京
ガ
ス

O
A富
本
ジ
ュ
一
一
ア
ユ
i
ス
サ
ジ
カ
i
(有
料
)

誠
一
般
八
百
円
、
中
・
高
校
生
五
百
円
、
小
学
生
コ
一
否
問

-
U
月
幻
自
(
祝
)
ロ
時
日
産
F
C追
浜
対
札
幌
中
学
校

"

H

H

時
宇
都
宮
中
学
校
対
神
戸
F
C

-
U
月
引
品
目
(
休
)
ロ
時
幻
自
の
勝
者
向
土

M

H

V

H

持

H

1司25詞
午後 6時30分開書演

きと

{
山
中
ゆ
口

の

{内容]

・写真 50点

・畿光パンフレツト配布

事ピヂオコーナ

胆郷土誌の紹介、即売

※なお、会場でミス七夕によるなでしこの種の配布が

行われる。 1月12日〈土)、13B(日)、15[3(祝)の 3日開

問い合わせ高エ諜観光係 ' 

ところ
く〉凍el 笠奮「清水j 能「小銃剣
く〉出演者 中需品三、山本員日産、鋪木埠昇
。入場料特等賭3，500内、 1等席2，500P3

吉富ヲ宇PJ 市民センタ一、ヤンレイレコード、

稲元屋楽器庄、サクラ書活本l吉、花本書庖で発

売中

問い合わせ市民セン3ー(電話32~2235)



(5) 重曹4ア3望号

路島醤怨議観
r:1!_ 滋鐙総治以芝聾 r.:E::.;~欝畠 3μU~長 Zj f;.t~J や~_GgE て:，;;:;;:， c'在保持占領官- 訓偏向 何

欝審議話益還話芸ぷ子議議怒訟d惑還難鋪
議三:毅設官長ご議喝事ドダ惑綴離宮町
主\霊堂おおな言、I室町石;i':)~~当俊 足 与:~:~~~令室きむ き努持?守.". i法還送訟 i自島寵自三豊能

;;民間務費人議諺 欝懇話一J態鵜官難病警 翌 嬰;一、刷諒一塁しだ甘味滋麟議議 i

詩iiiiiiEi;iiii排 iE522
恋な内怨霊2雪、金三民主一議選オぇ始干子喜r:-開
討請しi害事警官22222害設を長警 32
:i;31itioiiiti苧守fZ長
詰主主持;炉開貯水 32ザijjiif
ド竺すさ込書く室 長J2先 ι 雪蓮華室長
、F善寺詳ト本季五化 真喜重品。る望
日誌を討し霊のき菅券 九露。何事

25h。ゴ詩聖誌な FEド日
一一一…一一一一一一一

;出品iii説話伝説jfifiiiE
究22;:22長持をド;牙》51軒主主事2
325?5223毒 i電;!??主主i主主f

idii21ijzii常詰ヰヰ誌Zの 十25iii
詩句臨時すれてので単語るで ハハ 紹 i墓 l 会(
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。見的合体害警童書〈電話31-3057)
・開放穣包 卓球、バドミントン、パスケッ
子、、軟式庭球 (~16時)、ハレ (1 6時-~)

圃12月17臼(汚)午後 l時~午後昌蒋
1月 78(湾)グ

く〉金銅公民館体管室室電話31-21部)
o金El公民銭体育館(顎孟58~'-0101)
※金田 E 金日公民館の開放日と開放揖告は同

じ
・開設種滋 パレ ( 9 時~13時)、パドミン

トン、事車(13時~16号制、バスケット (16

時~2間前、

・12汚17Eヨ(月)午前古時~午後8時
1 j寺7日(汚)グ1月21E3 (汚)グ

※ 2汚分の申し込みは 1月 7日 9時から

ど選手 F.l :l認
.午前ア時45分間会式
・スタ ト 平塚競技場8時30分
・ゴーノレ 山城中学校校庭

く〉コース(5区間31.9k冊)
I区競技場一城島小学校 6，6加2区域島小大住中学校(塘島1罵)7.4km3区大使中みずほ小学校 5.0km 4区 みずほノド吉沢小学校 7.0km 
5区 ~沢小山域中学校 5.9加

担当体育謀議諮31-3060
※コースが大繍iこ変わりました
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警警庭孝男

荘吉]格

杉轟久英

兵藤正之助

猿橋恕莞

小泉議

北方謙三

小宮見@文学
日本近代の世紀末

中自主文学への誘惑

わが後に洪水あれ

わが昭和の青春

感覚はシングル

小説天皇裕仁

秋諸

家庭，主主 i霊
住まいの使い方学 宍道倍

被自民材料学 酒井豊子

脳と健康 オスタイン

40代からの心と体健康プラン

メ〈互主苦f

社会科学 aその他
概説現代日本の政治 阿部斉二

日本人の素顔 野田信夫

世紀末ピジョン 場清二

ゆらく地球部境 内鳴替兵揮

太平認のttt界 佐藤和彦

モツアルトは宇街 海老沢敏

新しい泣界が生まれる 加瀬英明

※掲載したお替は購入したE話番の

部。詳しくは図書館へ。

月4円、 16日

、J背才年金館

〒浅間町12 41 電話32-~-7029

化石8町)円、相撲JI!if:tι或む横穴嘉800円
-，;(体摺臼 毎週月曜日、 12月 23 日、 28 日~" 1 

月 4日、 1月15日

口博物館平田境問町12 日 寓話33--5ll1 

すとfデオ挟E首会
1丹羽田(日 10時、 14時 3階ホーノレ

「まんが世界法ぱなし 44分

マッチ売りの企女、イワンのばか、へンゼ

ルとグレ←テル、おおかみと少年

公開臨時間

火~日曜日 9 
(金曜日のみ

50-}3ト〉

た体舘田 毎濯月曜日、 12月 23 日、 28 日 ~l

月 4日、 l丹15日

会欝舘乎浅間町12-41 電話3]-0415 

す人彩事Iji::r:ざまの王手i辛口パの
日時 12YJZ5日(火) 14時~日時

a 会場図書館3階ホール

e出慣劇団ちろりん

ー定員 160人

なお、入場整理券は当日目時から図需舘玄

関ホールで配布する。

台後窓会

1月 68 日)10時、時 3措ホール

「セロ弾ぎのゴーシュJ アニメ 63分

大自黙の中で人間と動物たちがおりなす交

響来。

すブj~ート言義務会

フルート合専を楽しむ。

主日韓 1月10臼--2月 7日の毎週木曜日、

全 5

時間 時30分~20時

句会場 青少年金賠音楽室

定員同議以 l"<!)万 15人〈先着踊〉

。持ってくるもの フルート

、公開誼時間

火 -j三曜日 9 時~2J持30分

(日曜日 9 時~17U寺〉

女体露間毎週月曜日、 121423 日、 28 日 ~l



事事ヰア3繁

一覇接種方法 市民持続・共碑需臨む

みで年f_1を通じて接調できる。揖
撞日は間病院にごい桔談を。

額料金無料

難探険証、 j主催旗手嬬を持参

〈ア〉

覇対象 2斑 6か月までの乳却児

盟会場 平塚保慢所

盤相談、四日

錨時間今杭 9 時~10時

翻申し込み 電話で平塚保控所へ。

騨対皐 z荷1歳以と 6/設ノ長;備の乳幼

o ，~ 

離主妥種方法 開業医、病院で瞳閣

を。接種円は医師とご相談を。

覇料金無料

襲撃保険証、母 F令部食子i瞬を持参

平塚市地総監機管理センタ-

F 休日。夜間急患診療所

・探健センタ

奪第欝 Z鰐 対象は 3か月以ト 4議未

?持!l)亨しえb児。 3;謹陪ヨヵ、ら遺品可の

間隔で 3[<司受ける。

盤欝 2線第 1期の 3 臼の持種 3

から 1年以 t仁1年 6か月以内に 1

i弓受ける。 5歳 6かflに達するま
で空けられるが、 4者までに終 f

ずることが望ましい。

瞬間業医、病院で接額を。接語りは

医師とご相談を。

覇料金無料

購保険証、母 J乙鑓康子帳安持参

で

ご

抑

制

談

を

。

守

ま

た

、

肺

仰

が

ん

倹

診

〈

一

部

負

が

あ

る

。

担

四

百

円

う

九

百

円

)

も

向

同

時

に

生

夜

古

一

か

月

ぐ

ら

い

の

と

き

一

受

診

で

き

る

の

で

お

申

し

込

み

一

に

、

大

磁

を

持

っ

て

問

問

問

問

運

動

一

を

。

一

一

(

閉

じ

た

り

閥

閃

い

た

り

す

る

)

ペ

一

問

い

合

わ

せ

は

、

幾

康

隷

健

康

一

一

任

繰

り

返

し

て

み

る

F
見
つ
け
い

一
づ
く
り
係
(
内
線
一
一
五
九
)
へ
。
…
…
一

-
l
j
v
や
す
い
。
先
天
性
殺
関
節
税
臼
咋

一

一

務

ぢ

ゃ

ん

の

緩

綴

の

幼

児

は

、

持

続

運

動

を

し

た

い

一

銭

ぐ

期

間

緩

緩

懇

談

一

一

一

と

き

に

ク

リ

ッ

と

い

う

者

が

鶴

一
撃
事
、
心
配
支
の
た
め
の
一
…
念
義
務
総
議
密
悶
え
た
り
、
足
が
飽
き
に
く
か
…

一
健
康
裕
談
が
開
か
れ
る
。
一
一
般
(
こ
)
間
関
節
は
、
骨
削
憤
っ
た
り
す
る
。
一

一
V
B符

1
月
小
山
口
三
火
)
午
後
一
一
に
あ
る
箆
脅
臼
と
大
腿
霊
円
頭
早
期
に
警
官
、
治
療
を
…
勝
一

一
1
待

1
3時
一
…
か
ら
で
き
て
お
り
、
先
天
性
絞
始
す
る
ほ
ど
な
お
り
や
す
く
、
一

一
一
〉
対
象
ぬ
歳
代
か
ら
山
制
裁
代
の
一
一
関
節
脱
臼
と
は
ご
の
寛
骨
日
に
担
保
度
が
軽
け
れ
ば
、
厚
手
の
お

一

方

一

異

常

が

あ

り

、

定

を

動

か

す

と

む

つ

を

あ

て

て

投

開

節

を

回

聞

い

中

年
来
年
始
(
辺
丹
治
日
1
1月一
V
持
参
す
る
物
健
康
保
険
一
紘
一
マ
持
参
す
る
物
ふ
だ
ん
使
用
し
一
い
大
総
督
脅
讃
が
繁
誉
臼
ー
か
ら
は
た
姿
勢
に
保
つ
だ
け
で
な
お
る
J

3
日
)
は
、
ほ
と
ん
ど
の
原
被
機
…
マ
所
在
地
平
塚
市
中
間
話
i
立
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
れ
ず
れ
て
し
ま
う
状
態
を
い
一
つ
。
こ
と
も
あ
る
。

一
関
が
休
み
と
な
る
。
急
病
に
な
っ
一
薬
品
中
学
校
北
側
)
霊
竺
マ
申
込
元
平
康
保
健
所
(
霊
…
一
蓄
し
て
お
く
と
歩
行
震
が
し
か
し
、
重
を
つ
け
な
く
J

一
た
と
き
は
、
休
臼
@
夜
間
急
臨
喜
一

1
0一
一
二
一
右
閣
参
照
一
幻

i
O
一コ

δ
)
予
約
制
一
一
遅
れ
た
り
、
脊
縫
(
せ
き
つ
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
あ
る
の
一

一
療
所
へ
喜
来
所
す
る
か
、
喜
一
井
戸
水
検
査
を
て
が
ん
検
診
を
一
一
い
)
が
碕
が
っ
た
り
、
お
し
り
で
、
言
判
判
断
し
な
い
で
章
一

一

で

照

会

を

一

一

一

一

を

突

き

出

し

て

と

体

を

い

主

お

に

外

科

医

で

受

診

す

る

こ

と

が

望

一

…
マ
診
療
科
目
一
平
塚
保
健
所
で
は
、
十
月
に
病
一
が
ん
は
凸
半
期
発
見
、
早
期
治
療
一
一
降
っ
て
歩
く
よ
つ
に
な
る
こ
と
ま
し
い
。

岨
台
川
駅
一
・
察
関
小
児
科
、
内
科
、
外
一
渡
良
警
に
よ
る
霊
が
章
一
が
吠
切
で
あ
る
。
年
一
回
集
団
検
で
一
一
二
一
一
:
一

方
時
癒
類
後
支
一
一
料
、
歯
科
(
耳
鼻
科
、
限
科
等
は
一
し
て
し
る
た
め
、
井
戸
水
そ
欽
ん
一
診
合
施
設
検
診
を
受
診
し
て
、
自
一
上
、
四
吉
円
一
、
子
宮
帽
閣
が
ん
施
一
以
上
、
四
百
円
)

U

斗

糾

合

側

一

底

部

を

紹

介

〉

一

で

い

る

霊

に

な

雲

よ

び

か

け

一

分

義

蔵

岸

警

め

よ

う

o

E
検

診

(

総

歳

以

土

、

一

ヱ

マ

霊

霊

長

1
7口

過
分
の
ん
分
(
一
・
夜
間
州
小
児
科
、
内
科
、
外
科
一
て
い
る
。
一
…
〉
検
診
名
、
対
象
等
一
円
)
、
子
宮
鎮
が
ん
お
よ
び
体
が
一
(
水
)
、
鈴
臼
(
ホ
)
、

2
月
1
悶

悦

百

日

間

湘

一

マ

受

付

喜

一

マ

電

器

全

雪

、

に

お

一

票

ん

霊

検

診

(

胡

歳

以

一

ん

施

設

警

(

震

が

必

姿

単

一

(

金

)

慨

足

時

制

蜘

了

午

前

9

待望
i
u雲
分
一
い
な
ど
チ
ヱ

y
ク
し
、
警
が
な
玉
、
喜
内
)
、
大
腸
が
ん
重
一
め
た
方
、
一
千
七
皇
、
き
一

7
5
5、
管
が
ん
、
大
臨

体
午
と
備
午
産
〉
一
@
午
後

1
時
お
分
1
4湾
初
分
一
い
か
確
か
め
る
。
…
検
診
(
組
歳
以
と
、
百
内
)
、
子
一
ん
築
閉
山
検
診
(
お
歳
以
上
、
百
一
一
が
ん
の
み

問
機
日
一
辺
口
一
町
一
貯
金
夜
間
同

7
将一九
J
m
山
時
め
分
一
?
年
に
1
留
は
、
即
時
開
票
等
に
一
宮
一
期
が
ん
築
一
回
検
診
(
ぬ
歳
以
…
汚
)
、
乳
が
ん
線
設
検
診
(
初
歳
一
マ
ム
耳
境
保
綾
ゼ
ン
タ
!

挺

榊

H

母

産

幻

一

組

食

一

一

日

前

一

戦

し

て

主

義

査

を

。

(

存

…

為

!

:

:

一

マ

施

設

検

診

直

接

援

療

機

関

に

7
1
3
2一
五

一

ヘ

レ

て

?

を

露

泰

子

一

申

し

込

む

一

J

3
ノ

/

4

完
工
言
多
量
ア
仁

マ

異

常

が

あ

る

場

合

は

回

議

所

に

一

、

一

一

J

，、，

j

一
マ
築
関
検
診
は
が
き
で
申
し
込

ご
同
相
談
を
。
一
平
塚
市
役
会
福
祉
協
議
会
で
一
い
で
、
機
部
歳
未
議
の
万
一
む
(
希
望
組
円
彰
芝
、
希
望
言
、
住

マ
問
い
合
わ
廿
死
去
一
は
、
獄
。
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
一
マ
仕
事
の
内
容
警
護
身
一
一
的
氏
名
、
菱
電
裏
番

(一一電話認
1
0
一一一一

O)

一
ゃ
、
寝
た
き
り
⑨
痴
呆
(
ほ
う
)
一
の
回
り
の
す
誌
な
ど
一
号
を
日
比
一
人
〉

一
と
な
っ
た
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
一
一
〉
活
動
費

1
湾
問
六
百
五
十
一
マ
申
込
先
一
千
加
平
塚
市
浅
間
同
町

…
を
訪
的
し
、
口
誕
生
活
の
お
手
伝
一
円
、
交
通
費
実
費
一

9

1
平
塚
市
役
所
健
康
隷
(
内

一
い
を
し
て
い
た
だ
く
ヘ
ル
パ
!
一
マ
申
込
先
同
社
会
世
相
役
協
議
会
一
線
二
五
九
)

…
を
募
集
し
て
い
る
。
一
(
議
認
お
1
一一一一一一三一一)

一
核
家
族
化
品
、
務
総
化
が
進
む
今

一
日
に
お
い
て
、
ヘ
ル
パ
ー
を
筆

一
と
す
る
家
庭
が
ま
亨
ま
す
増
え
て

一
い
る
。
ご
協
力
を
。

一
守
資
格

1
日
3
待
問
、
選
3
白

一
以
上
活
動
で
き
る
市
内
に
お
住
ま

麗接期 〈妊娠8か月以降の;方〉

1 月 28日午後 1 時30分~4 時

お産の進み力と産後の過ごし!j・
呼眠法

2 2口午前9時間分--11時30分

坊ちゃんのおふろ(実習〉、お文

さんも緒にどうぞ

醸会場保睦センタ

鐘主治医の許可を得てからご参加を

欝舟子鍵諜手帳、筆記用具〈全日韓

共 J車)、スラックス(7日と28

E-i) 、子ふきタオル (21[:1と 2

臼〉、ニLプ口ン、三角布 (2H-:l)

を持参

難対象 百臼ぜぎの予防盛揮を受け

る必要のない~L幼児
・第 2期 3か月以土 6議未満の乳

幼児。 3週間から 8;麗聞の間縞 C

3@]受ける。

・第 2期第 1闘の 3 臼の接種目

から 1匂以と l年 6か月以内に l

i.fl受ける合

関受付午後 1 時~2 時

盤会場探鵠センター

輔母子韓旗手帳本冊“別冊、筆記用

具、歯ブラシ(1議 6か月見のみ)

を持参

(3カ、月泥〕

・1月168 2年 9 1 Ej--15日生
・1月23日 2 年 9 月 16 日 ~30日生

1鑑 6か月児]
・2月 8日 完全五 7月 2目、即日生

・ 1 月 22日元年 7 月Jl B~20弓う2

・ 1月29f] 冗年 7月21[.]へ 31日生

[3識兇}

・1月17日 62年11汚 1 日 ~15日ノ土

.1月24臼 62年日月 16 日 ~30a生

分部
本
匁
リ出叶

に

は

す

で

に

決

ま

っ

て

い

る

も

む

も

あ

ん

す

、

A
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ピ
l
カ

日

分

る

む

で

ご

了

承

を

。

}

チ

ェ

ア

曜

却
水

時

マ

不

調

品

軸

品

目

輔

構

織

は

O
韓
っ
て
ほ
し
い
も
の
ワ
ー
プ
ロ
、

器

削

地

域

づ

く

り

課

市

民

芸

部

、

内

親

ヱ

レ

ク

ト

!

ン

、

卓

球

台

、

遣

さ

乳

午

一

六

三

)

へ

。

!

カ

?

、

京

子

摺

ベ

ピ

}

カ

i
、
ミ
キ

臼

O
韓
り
た
い
も
の
コ
i
ヒ
ー
メ
カ
サ
l
、
も
ち
つ
き
機
、
子
供
用
三
輪

堂
一
一
語
一
み
な
さ
ん
の
ご
協
刀
で
問
い
合
わ
ぽ

1
、
ス
タ
ン
ド
型
掃
除
機
、
ル
ー
ム
ラ
亨
自
転
車

関
翻
盟
麗
…
が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
と
き
ン
ナ
!
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
押
し
入
れ
だ

一勤務iま愛f曹と議官去をもって害事てよう…

最近、犬や織のま苦情が増えている。飼い主

の方は、次のごとをよく守って他人に迷惑を

かけないようにしよう。

①滋耳語lこ迷絡をかけない心絞りを

①品墨書設ければ不媛、

①犬の散捗i革、必ずはもんの始末j と

鱗の薄着F脅jを

@犬の放し飼いは貫生縁。総対にやめよう

主呈当 望書康諜



(8) 王手足立2ま手守 2月 5臼

平
成
2
年
産
市
千
年
市
公
共
下
水
道

排
水
設
備
技
荊
者
試
験
が
行
わ
れ

る。マ
試
験
日

2
H
7
日
(
木
~

マ
試
験
会
場
勤
労
会
館

マ
受
験
申
込
一
受
付

・
期
間

1
月
刊
日
(
木
)

1
同
日

(金一

e

時

間

午

前

9
時
〈
〉
乍
桂
4
時

マ
申
込
先
下
水
道
総
務
課
庶
務
係

(
内
韓
関
閉
じ
)

E広報官らつか

視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
を
テ
!

マ
と
し
た
視
聴
覚
教
育
研
究
集
会
が

聞
か
れ
る
。

マ
日
時
2
月
目
白
(
金

)
q前
刊

時
却
分
:
午
後
3
時
担
分

門

v
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

マ
内
容
L
r
t
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

マ
申
込
期
限

1
月
日
日
(
木
)

マ
申
込
先
神
奈
川
県
撹
聴
覚
教
育

童寵ヰア3望号

連
盟
事
務
局
(
時
々
悩
祷
館
内
・
電

話

。

間

五

一

向

一

一

内

線
一
-
回
一
)

a

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
山
古
川
信

託
銀
行
、
新
日
私
証
券
、
山
一
証
券
、

一
一
一
菱
銀
行
)

{
p
o
pア
;
ト
作
品
回
世
}
日
月

日
目
(
火

)
1お
H
(火
)

{
疋
円
台
旧
作
品
展
(
給
雨
、
書

道
、
一
う
真
〉
}
日
円
お
日
(
火
J

S
1
月
8
口
一
火
)

E

街
並
ギ
ヱ
フ
リ
ー
を
場
郵
他

局
){
大
貧
困
出
(
油
絵
)
}
円
以
月
日
臼

(
士
)
ら
む
日
(
バ
)

{
サ
ー
ク
ル
南
太
郎
展
(
油
絵
)
一

1
月
1
日
(
火
)
S
M
司
(
と
)

{
ド
リ
ル
の
罰
習
方
}

マ
門
担
問

1
月
白
日
(
月
)
〈
〉
訪
日

(
金
)
ま
で
の
う
ち
の
会
4
間

ヤ
定
員
山
人
一
先
着
順
)

{ア
j
ク
描
接
投
構
検
定
準
構
輯
護

金
}
マ
日
程

2
R
Z
E
(金
)

C

3

羽
田

(
金
)
ま
で
の
う
ち
の
全
日
田

マ
定
員
四
人
(
先
着
順
)

〔
聾
紙
の
強
り
方
}

マ
U
程

2
円
刊

H
(
け
)
、
叩
け

(
火
)
、
全
2
同

マ
疋
員
同
人
(
光
広
畑
)

{
顕
髄
管
理
由
落
穂
}

ヤ
日
程

2
パ
4
H
(
月
)
1
7
H

(
L
A

て
ん
1
4
M

守
山
定
員
出
入
(
先
省
順
)

※
時
間
は
、
午
睡

6
時
j139時
日
分

(
た
だ
し
、
壁
紙
の
貼
り
方
)
は

午
前
8
時
日
分
t

よ
い
掩
4
時
日
分
)

※
申
し
込
み
は
、
J
V
年
高
等
職
奨
技

術
神
山
(
電
ι式
市
お
九
一
)
へ
。

受
講
料
無
料

県
埠
外
広
告
物
条
例
の
改
d
にトホ

り
、
電
む
布
街
灯
特
へ
の
慣
り
紙
、

ポ
ス
タ
ー
、
ん
立
て
君
阿
む
h
h
t
r
小
な
ど

が
疋
晴
3
年
1
円
1
円
か
ら
禁
止
主

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
け
都
市
計

画
課
(
電
話
。
山
万
一
。
一

一
一
一
内
線
A
ハ
一
一
五

ι~
に
お
尋
ね

を。マ
募
集
定
員
自
五

1
人

マ
募
集
期
間

1
月
4
日
〈
金
)

1

2
月
4
日
(
月
)

マ
翼
民
間
四
歳
以
上
の
県
民
〔
た
だ

し
、
公
務
員
や
公
職
選
挙
法
に
よ
る

公
職
に
あ
る
力
、
お
よ
び
県
政
モ
ニ

タ
i
そ
経
験
さ
れ
た
ん
は
除
く
)

マ
内
容
モ
ニ
タ
!
会
議
へ
の
出

席
、
県
政
の
特
定
テ
ー
マ
に
片
す
る

意
克
の
提
出
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出

マ
謝
礼
年
一
万
七
千
円

マ
任
問
中
成
3
ん
3
4
け
1
日
i
、J4

年
3
円
出
口

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
庁
制
民
部
県

民
謀
説
究
班
(
電
話
。
間
九
一
一
。

一
一
-
一
内
線
一
一
一
丸
岡
)

ド
成
3

4
器
産
入
札
参
加
誉
掠

手
続
さ
の
日
時
(
受
付
日
は
別
に
指

定
)
が
決
ま
っ
た
。

{
物
品
関
係
〕

マ
出
紙
の
頒
布

2
弓
珂
円
(
水
J

j
i
、
1
2
1
3
3
「
し
九
一

ー

:γよ
l
i
l
t
J
Y
F

マ
場
所
用
度
諜
(
内
組
一
字

マ
頒
作
金
額

2
部
一
々
戸
口
円

{
ヱ
事
間
協
〕

マ
用
紙
の
朗
十
叩

1
月
日
日
(
水
)

1
2け
U
U
(
ぷ
}

マ
場
所
持
ぷ
以
総
務
諌
(
内
線
問
一

/一ヤ
頒
布
金
額

1
部
四
百
円

ー、
ふ
Uたたふり社

会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ホ

14局以内に引き駁りを

送
ら
れ
て
き
て
か
ら
十
四
日

間
、
ま
た
業
者
に
引
き
取
り
を

請
求
し
て
か
ら
七
日
間
を
渇
き

る
と
自
由
に
処
分
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
織
闘
中
に
荷
品
を
使
用
す
る

と
寅
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
代

金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ボ
ー
ナ
ス
時
期
と

な
り
、
寸
巧
妙
な
手
口
の
商
法
が

多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ア

ン
ケ

1
1
h
を
装
っ
た
キ
ャ
ッ
チ

セ
ー
ル
ス
、
絡
止
1
・
無
料
の
商

品
の
後
に
高
額
な
商
品
を
販
売

す
る
催
阪
商
法
な
ど
に
ご
注
背
じ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
契
約
後
八
日
以
内
で

あ
れ
ば
契
約
解
除
が
で
き
る
ク

i
リ
ン
グ
§
オ
フ
制
度
も
あ
り

ま

す

の

て

ご

棺

談

く

だ

さ

い

。

(

地

域

づ

く

り

諜

)

f政局議

ラ
ン
一
ブ
r
ア
の
助
成
な
ど
に
悼
わ
れ

る
。
ニ
協
幻
を
。

間
い
行
わ
什
一
は
、
J
Y
邸
市
引
A
J
m羽

祉

協

議

会

(

屯

話

回

一

一

)

¥
つり

社
金
福
祉
基
金
ヘ
ロ
人
会

一
了
円
、

H
産品
ψ

体

総

措

部

一

f

f
五
円
、
政
川
じ
A
d
h
一
一

H
叶
、
リ

フ
ノ

1
ム
か
た
つ
む
り
江
乃
円
、

テ
づ
く
り
ネ
ク
タ
イ
宮
好
会
七
了

六
円
f
円
、
夜
J
M
カ
ス

V
年
間
業

町
子
汀
r
a
百
八
4

六
円
、
高
木
必

読
じ
「
八
十
し
円
、
ド
単
語
奏
家

協
会
f
ん
九
下
九
八
口
川
町
市

精
子
一
千
円
東
海
大
乍
控
4
f
門
下

文
化
祭
運
常
妥
門
会

L

ハ
ん
じ
訂

円
、
開
口
転
中
期
協
同
組
計
一
ド
ル
崎
明

1
・
第
2
文

部

万

四

千

白

日

1

円
、
宮
坂
左
W
口
組
合
六
千
ハ
一
円
一

十
二
一
円
、
県
建
労
協
同
円
相
A
4
1
h
ト
埠
?
支

部
四
万
六
千
一
一
一
口
間
十
円
、
J
r
塚

建
築
板
金
組
九
日
万
七
百
九
し
打

叫
、
湘
病
問
中
央
仏
古
美
術
協
会

万
一
っ
て
六
百
一
一
十
じ
り
円
、
県
紳
ι;
日開

人
子
山
叩
〆
町
駅
縫
製
E
業
組
A
H
湘
南
支
部

六
万
千
四
目
九
f

十1
円
、
県
中
央

印
厳
禁
組
A
J
A
一
千
円
、
洲
む
へ

い
日
目
戸
内
革
協
同
組
九
日
間
子
一
一
行

ト
一
件
、
ド
塚
金
古
看
板
教
組
合

刀
一
ハ
千
四
百
八
f
u
h
J
平
埠
・
大

時
-
一
一
一
品
畳

r紫
紺

台

ん

八

千

円
、
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
M
l
教
室

一
万
同
下
一
行
円
、
川
聞
社
同
体
部
会

一
f
N
一
一

F
m百
七
z
円
、
地
市
民

会
臨
平
塚
人
会
主
行
委
員
会
十

万
一
一
千
一
百
八
f
八
円
、
ト
八
木
一
泊

よ
刀
?
刀
円
、
?
配
地
ド
ぷ
ラ
ン
ア
r

ア
協
議
会
。
協
同
組
什
ま
つ
り
だ
行

委
員
会
冬
子
瓦
万
円
、
代
官
町
母

観
ク
ラ
ブ
'
広
瀬
勝
見
・
小
清
水
金

作
各
五
子
円
、
つ
く
し
看
謹
婦
京

政
掃
紹
介
所
・
相
模
蚤
の
市
実
行
委

員
会
名
一
万
円

γ
泥
童
福
祉
へ
・
磯
崎
魁

一
V
社
金
福
祉
へ

e

梅
崎
縄
大
同

V
交
通
透
明
月
へ

V
単
一
輪
車
協
会

間

万

円

以

山

本

千

円
ス
ホ
ー

ス
ホ
!
ツ
同

体
に
付
す
る
助
成
な
と
に
使
わ
れ

る
、
ご
協
お
を
c

問
い
4
3
わ
ぜ
は
、
J
斗
布
市
ス
ホ
ー

ツ

振

興

財

ば

(

電

品

話

。

。

)
へ
。

ヤ
ス
ポ
ー
ツ
握
興
基
金
へ
。
大
久

保
公
閥
ま
つ
り
だ
行
委
見
合
万

何
千
二
百
円
、
第
口
町
戸
塚
市
ケ
i

ト
ホ
ー
ル
大
会
む
ぶ

vF勺
、
、

単
ゴ
ル
フ
協
会
七
刀
円
、
平
塚
体

育
指
興
連
絡
協
議
会
一
万
一
一
千
九

円
七
斗
五
円
、
前
山
手
川
町
内
千

円
、
神
田
地
似
体
育
指
興
会
一
刀

冗
点
じ
J
?
一
円
、
川
辺
親
崎
一
千

金

¥
d
w
/
百

と「
frM判
瞬

間

ど
ど

I
J
J争
中
/
臨

み

J
〉

し

ぶ

y

み
ど
り
徒
一
会
は
、
対
化
問
体
の
助

成
な
と
に
現
わ
れ
る
。
こ
協
刀
を
。

問
い
合
わ
川
す
い
は
、
公
開
制
緑
地
A
h椋

政
M
m
(
内
綿
五
円
J
へ
。

7
み
ど
り
基
金
ヘ
マ
明
る
い
社
会

つ
く
り
趨
語
字
珂
市
協
議
会
一
J
I

ム
ハ
万
円
、
小
松
屯
f
会
属
十
万

円
、
細
川
1

ア
建
一
一
十
万
円
、
日
怯

神

社

万

円

、

東

京

急

行

培

銑

万
円
、
み
と
り
基
金
募
金
箱
(
掃

引
棟
宮
山
・
ポ
ス
タ
コ
ン
ク
!
ル
展

ぷ
会
場
、
閣
山
一
山
緑
化
教
室
、
産
業
ま

つ
り
会
場
)
刀
五
千
五
白
六
f

j
戸

犬@
県動1引呆護士zンター(電話58--3411)
では、やむを得ない事情て飼えなくなっ

た犬、 3苗の引き取りを行っているロ

当日、利用さ札る )jは印鑑、メとの銭札、

注射i斉禁、愛犬子帳を持寺していたたき

たい。引き取り京の停留日筑間は10分間。

なお、た、錨についての汗情、相談や

野犬の捕獲依頼もI"Jセンタ へ。
(1月 5日(土)) 14: J_fl'<'{公民館
8 : 45 大同公民館 14: 50 
9 : 05 t賞f付会主iヌミi罰1: 15: 15 
9 以) 盟江li-ミiヌ~ítf1 : ( 1月28日
9 : 5C 域島公民館 8: 45 
10: 10 河崎公民館 9 : 05 
10 罰金Hl公民館 9 : 25 議官公民館
11: 05 坦公民館 10: 55 占沢公民館

[1月日目(金)] ll: 15 金汀公民館
14: 20 

Ofヨ手霊
12}j19U、

1 f-j]O 日野'1持
[1、12YJ21El、

、 111 

H.IIJUヒ11、12
rJ24l J、州、 密室響機努臨戦!私以
3011、リJs 閣委関 /じ¥:'寸々
11、12il和ぞ争 今 y

ノVーノレロード ※時間は 10時~-15時 10分(ただし、

12~11911 と 1 H10HI立138子へー15日子3Dづjト)

く〉ご協力ありがとうごEざいました。(11Jヲ)
場1['ド脈?

東海メ;字、 V謝開業両校、「問州ベイント、なでし

こうイオンズクラブ、平塚終業品枝、プラステク、

'i'塚右手荘、三校、横浜ゴム、しらさぎライオンズクラ

フ、域.""小学校P A、 r;-カ浜誌校

先さ く姉るでつ びっくか /官需拡 でといっ僕お とちののは
生しそなさしすく小して迎ら F 円五緩議議緩鋭 、話とて~j: H 平極ゃと三お僕
tさかれつん、ごり学か思え、 16う緩緩鰭鶴 今しきいお事塚仁んさ人父は
ずつにちが大くし校つつにい η括主主F郡朝ゆ 人さをなばにへてが、。さ小
ぐ F 設や沢き広ちへたて来つ lolt'o湯銭Y議給ぶ で::.* あ来き f主おイ莞ん γ
怒(3'mつ山いくや入んいても 叱議2努存会づ線学私 選と汚でちくたたん fミまがと校
つど圏たいおてつつだくお ず品払必行fくーて訟 1静a んがおもやよら。てさ幼お
て'q;:;て兄~ tc;， て υoれ母念沼鷲設込p 〆斗 でなは、んうお いん手控 f手年
ィJ:~亡 さ階。 だなさ系議採凝縮輔誤認総事 いかあ僕のにほ るの隠さ弓
f業学生 何んま学僕 ついん円 : ーと ζ っちは家なさ 手おのん

量害草 畠ZZ号gE主室長雲量産基季語だお之さ喜只言 受皇室長義
つんでぬは れだ母 bこてさ、曙I¥V鳴海ザ喝睡討、煙ザ く思たのなのでいか いが
てほは τJ慢でっさそ行くん 一事費商務究所(33)5535 僕なつ怒とさク準やら僕つヨ;了
、石行 ξ おおいたんのきれが がったりさいう備で運体も d

主嘉言語雪芸ぞ宅生活五七主管量的轄を額いて翌三々定三三る空会聖芸雪モ
だ校いこんうも、緒 01 つでま いつ学らてて光て育児嫌れ問
。へけとがれらおなかたもまる僕てい注門けいさて叱校ども怒ノE いの楼いてこ
行れ。おしつ母ららんぞ遠のがく Oがまどっんい。にう怖らにた君主号まないえ
こどま仕かたさ行、完当れで訪れ丸二器で、てがが 行しくれ勺らが/交えR
う、だ崇っ。んけ僕 はで、し;と色動来学く連広三 かよてた中、ピ:とた
メf糞 i:た 』こそは 学帰おてほがかた校れれお れう、。く隣教て。 つ
患が人やの 惑うお 校っぽいとい来ならのた ζ 母 なとまそしり笈もだ て

男

知

人

宅

に

、

あ

?

る

会

社

か

ら

突

然

商
品
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

中
に
は
僚
時
府
紙
な
ど
が
入
っ

て
い
ま
し
た
が
、
申
し
込
ん
だ

覚
え
が
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
の
ま
ま
商
品
を
持
っ
て

い
る

F品
購
入
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
な
り
、
代
金
の
支
払
い
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
と

心
配
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
ム
口
、
蒋
品
を

送
り
返
す
の
が
良
い
で
し
ょ
う

か
。
良
い
方
法
が
あ
り
ま
し
た

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

(
北
金
調
欄
間
申
息
子
さ
ん
)

ご
質
問
の
よ
}
つ

お
答
え

一
に
。
申
し
込
ん
で

い
な
い
の
に
突
然
商
品
が
送
ら
か
ら
、
突
山
戸
商
品
が
送
ら
れ
て

れ
て
き
た
。
と
い
う
販
売
法
を
き
て
も
消
費
者
が
求
諾
を
し
な

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
(
送
い
限
り
契
約
は
成
立
せ
ず
、
代

り
つ
け
務
法
)
と
い
い
ま
す
。
金
の
支
払
い
義
務
も
生
じ
ま
せ

契
約
は
，
申
し
込
み
と
承
諾
。
ん
。

に
よ
っ
て
し
成
立
す
る
も
の
で
す
こ
の
よ
う
な
場
A
R
需
品
が
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